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212。胎 児心拍数図 の
一過性頻脈に 関 す る研 究

　　　　　　 （順天堂大）吉 田　幸洋，深間内一孝

　　　　　　　　　　　 橋本　武次，古谷　　博

　目的 ：一一過性頻脈 （aCC ．）の 出現は 胎 児 の 中枢神経系

の 発達 の 程度 と密接 に か か わ つ て お り，そ の波形，出

現様式 は 胎齢 に 伴 う変化が予想 され る．今回我 々 は ，

acc ，の 性質を朔らか に し，
　 NST の 判 定に応用する こ

とを 目的と し た ．

　方法 ： 1）妊娠後半期 を ，   妊娠28〜31．週，  妊娠

32〜35週 ，   妊娠 36週 以降の 3群 に 分 け，NST の 胎

児心拍数図 で ，肉眼的に 胎児心拍数基線が一一
過 性 に 上

昇した と判断 し た も の を acc ．と し て 各群20Q個 選び出

し，それぞれ の 振幅，持続時問 ， 面積を計測 した．デ
ー

タ の 入力は デ ジ タ イ ザ （武藤 ID−20BL ）を用 い ，パ ラ

メ ー
タ の 計算 は NEC 　PC −8801で 行な っ た 。2）出現状

態を知 る た め に ， acc ．の 出現頻度 と，そ の clustering

（集族 性）を正常妊娠60例 と ハ イ リス ク妊娠24例 に つ い

て 検討し た。統計分析 に は run 　teStを 用 い た 。

　成績 ：1） デ ジ タ イ ザ 入 力で得 られ た 値 は
， 実際 の 電

気信号を AD 変換し， ミ ニコ ン （PDP11 ／60）で演算 し

た 値 と良 く
一

致 した （r ＝ O．96〜O．99）。2）各群 の acc ．

の 振幅，持続時問 ， 面積 は
，   群 16±4bpm・34± 12sec

，

317± 163bpm ・sec ，   群15± 7bpm ・33± 16sec，32G±

260bpm ・sec
，   群23± 7bpm ・3  ± 13sec， 436 ± 305

bpm ・sec で   群 の 振 幅，面積 は     群に 対 し て 有意 に

大 ぎか つ た （p ＜O．05）．3）持続時間 は 各群 と も90％以

上が 15秒以上 で あ つ た ．振幅は   群で は 93％が 15bpm

以 上 で あ つ た．し か し     群 で は 15bpm 以 上 は

43〜45％ に す ぎなかつ たが，10bpm 以．上 は 75〜97％で

あつ た ．4） acc ．の 出現頻度 は
， 正常妊娠 （32％） で ，

ハ イ リ ス ク 女壬娠 （13％） よ り有 意に 高 か つ た （pく

0．05）．集族性 を 示 す z ＜
− 2，0 （pく 0．05）の 症例数 は ，

正常妊娠で は 15％ に み られ た が ，ハイ リス ク 妊娠で は

一
｛列もな か

》つ た。

　以上 に よ り ， acc 。の 波形 は 妊娠後半期 で も妊娠週数

に よ り変化する た め acc ．の 基準 を妊娠週数 で 変 える

必要性を認 め た ．ま た NST の 判定 に は ，　 acc ．の 出現

頻度 の 他，集族性も利用 し うる 可能性 が あ ると思 わ れ

た ．

　 質問　　　 （国立循環器 病 セ ソ タ
ー

）千葉　喜英

　 lOng　 term 　 variability と呼 ぼれる 心拍数 の 変化 と

acceleration とが，遮続 か 非連続 か は 別 に 検 討す る 必

要が ある と思われ ま すが．

　10ng　ferm　variability か ら acceleration を同定す る

の は ど こ に 基準を求 め る の で し よ うか 。

　 また 2 つ の acceleration が重 つ た もの か
一

つ の ac−

celeration か の 区別 は どの よ うに 行な い ま し た か。

　回答　　　　
・
　　　　 （順 天堂大）吉田　幸洋

　  対象と した もの は，肉眼的 に 胎児心拍数基線が一

過性 に 上昇し た と判断 した もの で あ り，姫娠28週以降

で は LTV とは区別 し た．

　  acc ．波形 の 形態 の 違 い は 考慮し な か っ た ．

　質 問　　　　　　　　　 （高知医大）橋本　　雅

　  Acc の あつ た state は （sleeping 　state 　or 　awak −

ing） どこ を とつ て 判定 を行わ れ ま した か、

　  H 玉gh　Risk 群 で は NST は ど の よ うで あつ た の

か．high　risk 群 で eX　non 　reactive だ つ た の ですか．

　回答 　　　　　　　　　（順天堂大）吉 田　幸洋

　   デ
ー

タ の 記録 は，1h〜2h に わた つ て お こ な っ た

の で ，active −phase，　rest・phase の い ず れ もが 入 つ て い

る と思われ る．

　   ハ イ リ ス ク 群 と し た も の は 胎 児に IUGR 等 の 合

併症 の み られだ も の で あ りnon −reactive の も の と い

うこ とで は な い ，

213．山羊胎仔 に お け る 心拍 A ¢ celeration と 呼吸運

動

　　　　（鹿児島市立病院 ・周産期 医療 セ ン タ
ー

）

　　　　　　松 田　和洋，鮫島　　浩，茨　　　聡

　　　　　　村上　直樹，池 ノ 上　克 ， 外西　寿彦

　 目的 ：近年 ， 胎児管理 の 進歩 とともに ，子宮内胎児

の behavior　status を観察 し，産科臨床 に 応用 し よ う

と い う動 ぎが 急速 に 広 まつ て い る。そ こ で ，今回我 々

は 推定妊娠期間90日〜140日 の 日 本ザ ー
ネ ン 種 山羊 4

頭を用 い て 生理的実験 モ デ ル （Chronic　preparation）

を作成レ こ の behavior　status の 重要 な parameter

で ある胎児心拍 Acceieration（FHR −Acc．） と胎児 呼

吸運動 fetal　breathing　movlnent （FBM ）に っ い て 観

察 ， 検討 し た ．

　 方法 ：母 体脊椎麻酔下 に開腹．子宮切開後 ， 胎児 の

頚動脈，頚 静脈及 び気管内 に カ テ
ー

テ ル 留置，両側胸

壁皮下 に 心電図 用銀電極 装着 ， さ らに 羊 水腔 に も カ

テ
ーテ ル を留置し閉腹。次 い で 母 体大腿動静脈 に も カ
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